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· 和文要約（400字以内）
ここに和文要約を記載する。症例の紹介、症例からの考察、症例を報告する意義が簡潔にわかるようにまとめる。


· 英文要約（200語以内）
Template of Case Report（英タイトル）

Taro Tonyo1），Hanako Tonyo 2），Dia Smith 1）

1）JDS Medical University, Department of Diabetes, Endocrinology, and Metabolic Medicine
2）JDS Medical University Hospital, Koishikawa Diabetes Center

This is a sample abstract written in English. It should include the background, methods and results in about 200 words.


· 本文
はじめに
ここに背景や目的など緒言を記載する。症例報告は6,000 字であり、「はじめに～結論」までの文字数に留意する。文献番号はこのように上付き片括弧で示し1）、図表の位置を文中に示す（図1）。略語は初出時に正式な用語を使用し、（）で略語を記載する。一般社団法人日本糖尿病学会（以下、JDS）など。

症例
患者：XX歳、性別。既往歴、主訴、現病歴、臨床経過、検査結果などを記載する。HbA1cはNGSP値で表記する。

考察
本症例の特徴や、既存の知見との比較、臨床的意義を考察する。図表は5点以内とし、本文中に挿入位置を記載する（図1）。図表のタイトルと説明は末尾に別途記載する。

結論
必要に応じて結論を簡潔にまとめる。
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図表の説明
図1. タイトル
図表の説明がある場合にはここに入れる

表1. タイトル
図表の説明がある場合にはここに入れる
（図表は本文とは別ファイルで提出し、本文中に挿入位置を明示する）
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